



























































38 山 川 純 次
Ⅱ.CALLIPの利用
このライブラリを利用して作図プログラムを移植､ある
いは開発する方法には次のものがある｡一つは作図プロ
グラムのソースコード中にこのライブラリのソースコー
ドを連結し､一気にコンパイルとリンクを実行する方法
である｡この方法は手軽な反面､コンパイルやリンクに
余計な時間がかかる｡もう一つは､このライブラリをあ
らかじめオブジェクト形式に変換しておき､作図プログ
ラムのオブジェクト形式とリンクする方法である｡コン
パイルやリンクの時間は減少するが､ソースコードの分
割コンパイルを伴うので､Makefile等でコンパイルやリ
ンクを管理したり､ライブラリ管理プログラムを使う必
要が生じる｡多少扱いが煩雑になり一般的ではないが､
熟練したプログラマにはこちらの方法が好まれるようで
ある｡
このライブラリを使用した作図プログラムによる出力
は"scratcl.lps"という名前のファイルにLIPS3PDL
として書き出されるので､これをLIPS3が利用可能な
プリンタに転送すれば作図が実行される｡
なお､CALLIPは著者によりフリー ソフトウェアとして
提供される｡著者に連絡していただければ､ソースコー
ドを無償で提供する｡ただしcALLIPの利用に伴って発
生するいかなる責任も著者は負わない｡
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